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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の３次元医用画像の内容的特徴に基づいて該複数の３次元医用画像中の被検体の解
剖学的位置を合わせる位置合わせ処理を行い、該位置合わせ処理の結果と、該位置合わせ
処理の確からしさを表す位置合わせ確度とを出力する位置合わせ手段と、
　前記３次元医用画像の各々と前記位置合わせ処理結果とに基づいて、前記３次元医用画
像間で相対応する所与の断面を表す断面画像を、前記３次元医用画像毎に生成する断面画
像生成手段と、
　生成された前記断面画像の各々を表示手段に表示させる表示制御手段とを備えた医用画
像表示装置であって、
　前記位置合わせ確度が所定の基準を満たさない程度に低い場合にのみ、前記位置合わせ
処理の結果の修正を促すための報知を行う報知手段と、
　前記複数の３次元医用画像の各々に関連づけられた、該３次元医用画像中の各位置の座
標の基になる基準座標系と該３次元医用画像中の被検体との位置関係を識別する基準座標
系識別子が、前記複数の３次元医用画像間で一致するかどうかを判定する基準座標系判定
手段をさらに備え、
　前記基準座標系識別子が前記複数の３次元医用画像間で一致しない場合には、前記位置
合わせ手段が、前記位置合わせ処理を行うものであり、
　前記基準座標系識別子が前記複数の３次元医用画像間で一致する場合には、前記位置合
わせ手段は前記位置合わせ処理を行わないものであり、前記断面画像生成手段は、前記複
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数の３次元医用画像の各々を構成する各画素の位置情報に基づいて前記相対応する断面画
像を生成するものであり、前記報知手段は、前記報知を行わないものであることを特徴と
する医用画像表示装置。
【請求項２】
　複数の３次元医用画像の内容的特徴に基づいて該複数の３次元医用画像中の被検体の解
剖学的位置を合わせる位置合わせ処理を行い、該位置合わせ処理の結果と、該位置合わせ
処理の確からしさを表す位置合わせ確度とを出力する位置合わせ手段と、
　前記３次元医用画像の各々に表された被検体の所与の断面を表す断面画像を表示手段に
表示させる第１の表示制御手段と、
　前記断面画像のうちの１つの断面画像に対するズーム位置の指定を受け付ける位置指定
受付手段と、
　前記１つの断面画像中の前記指定されたズーム位置を拡大した第１の拡大画像を生成す
るとともに、前記位置合わせ処理結果に基づいて、前記１つの断面画像とは異なる断面画
像中の前記指定されたズーム位置に対応するズーム位置を拡大した第２の拡大画像を生成
する拡大画像生成手段と、
　前記第１および第２の拡大画像を表示手段に表示させる第２の表示制御手段とを備えた
医用画像表示装置であって、
　前記位置指定受付手段により前記ズーム位置の指定を受け付けた後、前記位置合わせ確
度が所定の基準を満たさない程度に低い場合にのみ、前記位置合わせ処理の結果の修正を
促すための報知を行う報知手段と、
　前記複数の３次元医用画像の各々に関連づけられた、該３次元医用画像中の各位置の座
標の基になる基準座標系と該３次元医用画像中の被検体との位置関係を識別する基準座標
系識別子が、前記複数の３次元医用画像間で一致するかどうかを判定する基準座標系判定
手段をさらに備え、
　前記基準座標系識別子が前記複数の３次元医用画像間で一致しない場合には、前記位置
合わせ手段が、前記位置合わせ処理を行うものであり、
　前記基準座標系識別子が前記複数の３次元医用画像間で一致する場合には、前記位置合
わせ手段は前記位置合わせ処理を行わないものであり、前記拡大画像生成手段は、前記第
１の拡大画像を生成するとともに、前記指定されたズーム位置と同じ位置情報を有する位
置を前記指定されたズーム位置に対応するズーム位置として、前記第２の拡大画像を生成
するものであり、前記報知手段は、前記報知を行わないものであることを特徴とする医用
画像表示装置。
【請求項３】
　前記基準座標系識別子が前記複数の３次元医用画像間で一致しない場合には、前記位置
合わせ手段による位置合わせ処理を行うか否かの選択を受け付ける位置合わせ可否受付手
段をさらに備え、
　前記位置合わせ手段は、前記位置合わせ可否受付手段が前記位置合わせ処理を行う旨の
選択を受け付けた場合にのみ、前記位置合わせ処理を行うものであることを特徴とする請
求項１または２に記載の医用画像表示装置。
【請求項４】
　前記複数の３次元医用画像中の前記解剖学的位置を手動で合わせる操作を受け付け、該
操作に応じて、前記複数の３次元医用画像中の被検体の解剖学的位置を合わせる手動位置
合わせ処理を行い、該位置合わせ処理の結果を出力する手動位置合わせ手段をさらに備え
、
　前記位置合わせ可否受付手段が前記位置合わせ処理を行わない旨の選択を受け付けた場
合に前記手動位置合わせ手段が前記操作を受け付けるものであることを特徴とする請求項
３に記載の医用画像表示装置。
【請求項５】
　前記報知手段が、前記位置合わせ結果の手動修正を受け付ける手動修正受付手段を含む
ものであることを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の医用画像表示装置。
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【請求項６】
　前記複数の３次元医用画像が、前記被検体を所与のスキャン方向にスキャンすることに
よって取得されたものであり、
　前記位置合わせ手段は、前記スキャン方向における前記解剖学的位置を合わせる処理を
含むものであり、
　前記手動修正受付手段は、前記複数の３次元医用画像の各々から前記スキャン方向に平
行な断面による断面画像を表示手段に表示させ、前記スキャン方向における前記位置合わ
せ結果の手動修正を受け付けるものであることを特徴とする請求項５に記載の医用画像表
示装置。
【請求項７】
　医用画像表示装置の作動方法であって、
　前記医用画像表示装置が、位置合わせ手段と、断面画像生成手段と、表示制御手段と、
報知手段と、基準座標系判定手段とを備え、
　前記位置合わせ手段が、複数の３次元医用画像の内容的特徴に基づいて該複数の３次元
医用画像中の被検体の解剖学的位置を合わせる位置合わせ処理を行い、該位置合わせ処理
の結果と、該位置合わせ処理の確からしさを表す位置合わせ確度とを出力し、
　前記断面画像生成手段が、前記３次元医用画像の各々と前記位置合わせ処理結果とに基
づいて、前記３次元医用画像間で相対応する所与の断面を表す断面画像を、前記３次元医
用画像毎に生成し、
　前記表示制御手段が、生成された前記断面画像の各々を表示手段に表示させ、
　前記報知手段が、前記位置合わせ確度が所定の基準を満たさない程度に低い場合にのみ
、前記位置合わせ処理の結果の修正を促すための報知を行い、
　前記基準座標系判定手段が、前記複数の３次元医用画像の各々に関連づけられた、該３
次元医用画像中の各位置の座標の基になる基準座標系と該３次元医用画像中の被検体との
位置関係を識別する基準座標系識別子が、前記複数の３次元医用画像間で一致するかどう
かを判定し、
　前記基準座標系識別子が前記複数の３次元医用画像間で一致しない場合には、前記位置
合わせ手段が、前記位置合わせ処理を行い、
　前記基準座標系識別子が前記複数の３次元医用画像間で一致する場合には、前記位置合
わせ手段は前記位置合わせ処理を行わず、前記断面画像生成手段は、前記複数の３次元医
用画像の各々を構成する各画素の位置情報に基づいて前記相対応する断面画像を生成し、
前記報知手段は、前記報知を行わないことを特徴とする医用画像表示装置の作動方法。
【請求項８】
　医用画像表示装置の作動方法であって、
　前記医用画像表示装置が、位置合わせ手段と、第１の表示制御手段と、位置指定受付手
段と、拡大画像生成手段と、第２の表示制御手段と、報知手段と、基準座標系判定手段と
を備え、
　前記位置合わせ手段が、複数の３次元医用画像の内容的特徴に基づいて該複数の３次元
医用画像中の被検体の解剖学的位置を合わせる位置合わせ処理を行い、該位置合わせ処理
の結果と、該位置合わせ処理の確からしさを表す位置合わせ確度とを出力し、
　前記第１の表示制御手段が、前記３次元医用画像の各々に表された被検体の所与の断面
を表す断面画像を表示手段に表示させ、
　前記位置指定受付手段が、前記断面画像のうちの１つの断面画像に対するズーム位置の
指定を受け付け、
　前記拡大画像生成手段が、前記１つの断面画像中の前記指定されたズーム位置を拡大し
た第１の拡大画像を生成するとともに、前記位置合わせ処理結果に基づいて、前記１つの
断面画像とは異なる断面画像中の前記指定されたズーム位置に対応するズーム位置を拡大
した第２の拡大画像を生成し、
　前記第２の表示制御手段が、前記第１および第２の拡大画像を表示手段に表示させ、
　前記報知手段が、前記ズーム位置の指定を受け付けた後、前記位置合わせ確度が所定の
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基準を満たさない程度に低い場合にのみ、前記位置合わせ処理の結果の修正を促すための
報知を行い、
　前記基準座標系判定手段が、前記複数の３次元医用画像の各々に関連づけられた、該３
次元医用画像中の各位置の座標の基になる基準座標系と該３次元医用画像中の被検体との
位置関係を識別する基準座標系識別子が、前記複数の３次元医用画像間で一致するかどう
かを判定し、
　前記基準座標系識別子が前記複数の３次元医用画像間で一致しない場合には、前記位置
合わせ手段が、前記位置合わせ処理を行い、
　前記基準座標系識別子が前記複数の３次元医用画像間で一致する場合には、前記位置合
わせ手段は前記位置合わせ処理を行わず、前記拡大画像生成手段は、前記第１の拡大画像
を生成するとともに、前記指定されたズーム位置と同じ位置情報を有する位置を前記指定
されたズーム位置に対応するズーム位置として、前記第２の拡大画像を生成し、前記報知
手段は、前記報知を行わないことを特徴とする医用画像表示装置の作動方法。
【請求項９】
　コンピュータを、
　複数の３次元医用画像の内容的特徴に基づいて該複数の３次元医用画像中の被検体の解
剖学的位置を合わせる位置合わせ処理を行い、該位置合わせ処理の結果と、該位置合わせ
処理の確からしさを表す位置合わせ確度とを出力する位置合わせ手段、
　前記３次元医用画像の各々と前記位置合わせ処理結果とに基づいて、前記３次元医用画
像間で相対応する所与の断面を表す断面画像を、前記３次元医用画像毎に生成する断面画
像生成手段、
　生成された前記断面画像の各々を表示手段に表示させる表示制御手段、
　前記位置合わせ確度が所定の基準を満たさない程度に低い場合にのみ、前記位置合わせ
処理の結果の修正を促すための報知を行う報知手段、
　前記複数の３次元医用画像の各々に関連づけられた、該３次元医用画像中の各位置の座
標の基になる基準座標系と該３次元医用画像中の被検体との位置関係を識別する基準座標
系識別子が、前記複数の３次元医用画像間で一致するかどうかを判定する基準座標系判定
手段
　として機能させるための医用画像表示プログラムであって、
　前記基準座標系識別子が前記複数の３次元医用画像間で一致しない場合には、前記位置
合わせ手段が、前記位置合わせ処理を行うものであり、
　前記基準座標系識別子が前記複数の３次元医用画像間で一致する場合には、前記位置合
わせ手段は前記位置合わせ処理を行わないものであり、前記断面画像生成手段は、前記複
数の３次元医用画像の各々を構成する各画素の位置情報に基づいて前記相対応する断面画
像を生成するものであり、前記報知手段は、前記報知を行わないものであることを特徴と
する医用画像表示プログラム。
【請求項１０】
　コンピュータを、
　複数の３次元医用画像の内容的特徴に基づいて該複数の３次元医用画像中の被検体の解
剖学的位置を合わせる位置合わせ処理を行い、該位置合わせ処理の結果と、該位置合わせ
処理の確からしさを表す位置合わせ確度とを出力する位置合わせ手段、
　前記３次元医用画像の各々に表された被検体の所与の断面を表す断面画像を表示手段に
表示させる第１の表示制御手段、
　前記断面画像のうちの１つの断面画像に対するズーム位置の指定を受け付ける位置指定
受付手段、
　前記１つの断面画像中の前記指定されたズーム位置を拡大した第１の拡大画像を生成す
るとともに、前記位置合わせ処理結果に基づいて、前記１つの断面画像とは異なる断面画
像中の前記指定されたズーム位置に対応するズーム位置を拡大した第２の拡大画像を生成
する拡大画像生成手段、
　前記第１および第２の拡大画像を表示手段に表示させる第２の表示制御手段、
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　前記位置指定受付手段により前記ズーム位置の指定を受け付けた後、前記位置合わせ確
度が所定の基準を満たさない程度に低い場合にのみ、前記位置合わせ処理の結果の修正を
促すための報知を行う報知手段、
　前記複数の３次元医用画像の各々に関連づけられた、該３次元医用画像中の各位置の座
標の基になる基準座標系と該３次元医用画像中の被検体との位置関係を識別する基準座標
系識別子が、前記複数の３次元医用画像間で一致するかどうかを判定する基準座標系判定
手段
　として機能させるための医用画像表示プログラムであって、
　前記基準座標系識別子が前記複数の３次元医用画像間で一致しない場合には、前記位置
合わせ手段が、前記位置合わせ処理を行うものであり、
　前記基準座標系識別子が前記複数の３次元医用画像間で一致する場合には、前記位置合
わせ手段は前記位置合わせ処理を行わないものであり、前記拡大画像生成手段は、前記第
１の拡大画像を生成するとともに、前記指定されたズーム位置と同じ位置情報を有する位
置を前記指定されたズーム位置に対応するズーム位置として、前記第２の拡大画像を生成
するものであり、前記報知手段は、前記報知を行わないものであることを特徴とする医用
画像表示プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の３次元医用画像の各々から再構成された複数の断面画像を比較表示す
る医用画像表示装置、方法、および、この方法をコンピュータに実行させるプログラムに
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ＣＴやＭＲＩ等で得られた３次元医用画像から再構成された断面画像を用いた画像診断
が広く行われるようになっている。その際に、例えば、今回の検査で得られた現在画像と
前回の検査で得られた過去画像のような、異なる検査で得られた複数の３次元医用画像を
入力として、各３次元医用画像から再構成された複数の断面画像を比較表示する技術が提
案されている。
【０００３】
　このとき、例えば、異なる検査で得られた複数の３次元ＣＴ画像では、スキャン方向（
体軸方向）における撮影範囲が一致しないことが多いため、それら複数の３次元ＣＴ画像
間で位置合わせ（レジストレーション）処理を行った後、被検体の同じ位置を表す断面画
像を各３次元ＣＴ画像から再構成することによって、被検体の同一の解剖学的位置を表す
断面画像の比較表示を実現している。
【０００４】
　さらに、表示されている断面画像の１つに対してその画像の一部分を拡大表示させるズ
ーム・パン操作を行った際に、その操作に連動して、他の断面画像でも、その操作が行わ
れた画像と同じ部分を拡大表示させるズーム・パン連携表示技術も提案されている（例え
ば、特許文献１から４）。
【０００５】
　また、複数の画像間の位置合わせに関する技術としては、画像認識処理を用いて複数の
３次元医用画像の各々から複数のランドマーク（特徴点）を検出し、線形最適化手法等を
用いて自動位置合わせを行うことが知られている（例えば、特許文献５）。この特許文献
５には、位置合わせ後の３次元医用画像の各々から相対応する断面画像を生成して表示し
、１つの３次元医用画像に対するユーザによるランドマークの手動指定を受け付け、指定
されたランドマークに対応する他の３次元医用画像中のランドマークを特定し、位置合わ
せの修正を行い、修正後の３次元医用画像の各々から相対応する断面画像を生成して表示
を更新することが記載されている。
【０００６】
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　この他、複数の胸部正面画像に対して非線形の位置合わせ処理を行った後、画像間の右
肺および左肺の長さの比を表すパラメータ値が所定の範囲外の場合には、画像間で撮影時
の呼吸相が異なる（例えば、吸気不足）旨の警告を表示し、再撮影を促す画像処理システ
ムが知られている（例えば、特許文献６）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００７－０８３０３０号公報
【特許文献２】特開２００７－０２９２４８号公報
【特許文献３】特開２００６－１４２０２２号公報
【特許文献４】特開２００８－５０３２５３号公報
【特許文献５】特開２００９－１６００４５号公報
【特許文献６】特開２００５－２２３７７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　特許文献１から４に記載された比較表示やズーム・パン連携表示の前処理として行われ
る複数の３次元医用画像間での自動位置合わせ（レジストレーション）処理を完全な精度
で行うことは困難である。このため、特に、ズーム・パン連携表示において断面画像の一
部を拡大した場合には、位置合わせの誤差が画像上でより顕著になってしまう。
【０００９】
　これに対して、特許文献５に記載されているように、自動位置合わせ処理に対する手動
操作を含む修正処理を取り入れれば、位置合わせの精度の向上が見込まれる。しかしなが
ら、実際の位置合わせ処理の精度（確からしさ）は処理対象の画像の特性によってばらつ
きがあり、常に手動修正が必要であるとは限らないが、特許文献５では、この点について
は言及されておらず、操作性の点において改善の余地がある。
【００１０】
　また、特許文献６の画像処理システムでは、位置合わせ処理の精度が低い場合には警告
表示を行って再撮影を促すことによって、位置合わせ処理の精度が高くなるような画像が
処理対象となるようにしているが、位置合わせ処理の精度が低い場合に常に再撮影ができ
るとは限らない。
【００１１】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、複数の３次元医用画像の各々から再構
成された断面画像の比較表示に先立って行われる位置合わせ処理に関する操作性のさらな
る向上を実現する医用画像表示装置および方法、並びにプログラムを提供することを目的
とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の医用画像表示装置の第１の態様は、複数の３次元医用画像の内容的特徴に基づ
いて該複数の３次元医用画像中の被検体の解剖学的位置を合わせる位置合わせ処理を行い
、該位置合わせ処理の結果と、該位置合わせ処理の確からしさを表す位置合わせ確度とを
出力する位置合わせ手段と、前記３次元医用画像の各々と前記位置合わせ処理結果とに基
づいて、前記３次元医用画像間で相対応する所与の断面を表す断面画像を、前記３次元医
用画像毎に生成する断面画像生成手段と、生成された前記断面画像の各々を表示手段に表
示させる表示制御手段とを備えたものであって、前記位置合わせ確度が所定の基準を満た
さない程度に低い場合にのみ、前記位置合わせ処理の結果の修正を促すための報知を行う
報知手段をさらに設けたことを特徴とする。
【００１３】
　本発明の医用画像表示装置の第２の態様は、複数の３次元医用画像の内容的特徴に基づ
いて該複数の３次元医用画像中の被検体の解剖学的位置を合わせる位置合わせ処理を行い
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、該位置合わせ処理の結果と、該位置合わせ処理の確からしさを表す位置合わせ確度とを
出力する位置合わせ手段と、前記３次元医用画像の各々に表された被検体の所与の断面を
表す断面画像を表示手段に表示させる第１の表示制御手段と、前記断面画像のうちの１つ
の断面画像に対するズーム位置の指定を受け付ける位置指定受付手段と、前記１つの断面
画像中の前記指定されたズーム位置を拡大した第１の拡大画像を生成するとともに、前記
位置合わせ処理結果に基づいて、前記１つの断面画像とは異なる断面画像中の前記指定さ
れたズーム位置に対応するズーム位置を拡大した第２の拡大画像を生成する拡大画像生成
手段と、前記第１および第２の拡大画像を表示手段に表示させる第２の表示制御手段とを
備えたものであって、前記位置指定手段による前記ズーム位置の指定を受け付けた後、前
記位置合わせ確度が所定の基準を満たさない程度に低い場合にのみ、前記位置合わせ処理
の結果の修正を促すための報知を行う報知手段をさらに設けたことを特徴とする。
【００１４】
　本発明の医用画像表示方法の第１の態様は、複数の３次元医用画像の内容的特徴に基づ
いて該複数の３次元医用画像中の被検体の解剖学的位置を合わせる位置合わせ処理を行い
、該位置合わせ処理の結果と、該位置合わせ処理の確からしさを表す位置合わせ確度とを
出力し、前記３次元医用画像の各々と前記位置合わせ処理結果とに基づいて、前記３次元
医用画像間で相対応する所与の断面を表す断面画像を、前記３次元医用画像毎に生成し、
生成された前記断面画像の各々を表示手段に表示するものであって、さらに、前記位置合
わせ確度が所定の基準を満たさない程度に低い場合にのみ、前記位置合わせ処理の結果の
修正を促すための報知を行うステップを行うようにしたことを特徴とする。
【００１５】
　本発明の医用画像表示方法の第２の態様は、複数の３次元医用画像の内容的特徴に基づ
いて該複数の３次元医用画像中の被検体の解剖学的位置を合わせる位置合わせ処理を行い
、該位置合わせ処理の結果と、該位置合わせ処理の確からしさを表す位置合わせ確度とを
出力し、前記３次元医用画像の各々に表された被検体の所与の断面を表す断面画像を表示
手段に表示し、前記断面画像のうちの１つの断面画像に対するズーム位置の指定を受け付
け、前記１つの断面画像中の前記指定されたズーム位置を拡大した第１の拡大画像を生成
するとともに、前記位置合わせ処理結果に基づいて、前記１つの断面画像とは異なる断面
画像中の前記指定されたズーム位置に対応するズーム位置を拡大した第２の拡大画像を生
成し、前記第１および第２の拡大画像を表示手段に表示するものであって、さらに、前記
ズーム位置の指定を受け付けた後、前記位置合わせ確度が所定の基準を満たさない程度に
低い場合にのみ、前記位置合わせ処理の結果の修正を促すための報知を行うステップを行
うようにしたことを特徴とする。
【００１６】
　本発明の医用画像表示プログラムは、コンピュータに上記方法を実行させるためのもの
である。
【００１７】
　本発明の「３次元医用画像」として、被検体を所与のスキャン方向にスキャンすること
によって取得された画像を用いることが好ましい。
【００１８】
　この場合、「位置合わせ処理」において、スキャン方向における解剖学的位置を合わせ
る処理を行うことが好ましい。
【００１９】
　「位置合わせ処理の結果」は、複数の３次元医用画像のうちの少なくとも１つの画像を
座標変換して得られた画像であってもよいし、複数の画像間の位置の対応関係を表す関数
や対応表であってもよい。
【００２０】
　「位置合わせ確度」の具体例としては、位置合わせ処理の際に算出される相互相関係数
や相互情報量等の画像間の類似性を表す尺度や、位置合わせ後の画像中の解剖学的構造物
等の大きさや傾き等の計測値の画像間での比率等が挙げられる。
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【００２１】
　位置合わせ確度についての「所定の基準」は、位置合わせ確度の閾値との大小関係とす
ることが考えられる。
【００２２】
　「位置合わせ処理の結果の修正を促すための報知」には、その旨のメッセージを表示す
ることの他、位置合わせ結果の手動修正を受け付けるユーザインターフェースを表示する
ことも含む。すなわち、このユーザインターフェースを表示することによって、位置合わ
せ処理の結果の修正が促されるので、上記報知を行ったことになる。
【００２３】
　この手動修正のためのユーザインターフェースの具体例としては、３次元医用画像のス
キャン方向に平行な断面による断面画像を表示手段に表示させ、スキャン方向における位
置合わせ結果の手動修正を受け付けるものが挙げられる。
【００２４】
　また、本発明において、複数の３次元医用画像の各々に関連づけられた、３次元医用画
像中の各位置の座標の基になる基準座標系とその３次元医用画像中の被検体との位置関係
を識別する基準座標系識別子を用いて位置合わせ処理や報知等の制御を行うことも考えら
れる。
【００２５】
　ここで、「基準座標系識別子」とは、少なくとも基準座標系の原点と被検体との位置関
係を識別するものである。図１１は、３次元医用画像に対して基準座標系識別子がどのよ
うに関連づけられているかを模式的に表した例である。図に示したように、３次元医用画
像ＶAとＶBとでは、被検体の体軸方向の撮影範囲は異なるが、被検体に対する座標軸の原
点の位置は同じであるから、３次元医用画像ＶAとＶBには同じ基準座標系識別子が関連づ
けられている。一方、３次元医用画像ＶAとＶCとでは、被検体に対する座標軸の原点の位
置が異なるので、３次元医用画像ＶAとＶCには異なる基準座標系識別子が関連づけられて
いる。また、「基準座標系識別子」は、基準座標系の座標軸の向きをさらに識別するもの
であってもよい。例えば、図１１の３次元医用画像ＶDのような座標系を有する画像があ
った場合には、３次元医用画像ＶAとＶDとでは、体軸方向の撮影範囲は同じであり、被検
体に対する座標軸の原点の位置も同じであるが、被検体に対するｘ、ｙ、ｚの各座標軸の
向きが異なるので、３次元医用画像ＶAとＶDには異なる基準座標系識別子が関連づけられ
ている。
【００２６】
　このように基準座標系識別子を設定するには、例えば、複数の３次元医用画像の取得を
行うモダリティでは、被検体のポジショニングの変更を伴わない一連の撮影によって被検
体中の同じ位置の座標値が各画像間で一致するように生成された複数の３次元医用画像に
は、共通の基準座標系識別子を設定するようにしておくことが考えられる。あるいは、複
数の原画像から所与の関心領域を切り出したものを上記の複数の３次元医用画像とする場
合であれば、切り出された各３次元医用画像中の関心領域は、被検体中の同じ位置を表す
ものであるから、その切出し処理を行う装置において、切り出された各３次元医用画像に
対して同じ基準座標系に基づいて各位置の座標を決定するようにしておき、各３次元医用
画像には共通の基準座標系識別子を設定するようにしておいてもよい。
【００２７】
　また、基準座標系識別子を用いた位置合わせ処理や報知等の制御の具体例としては、複
数の３次元医用画像の各々に関連づけられた基準座標系識別子が複数の３次元医用画像間
で一致するかどうかを判定するようにし、基準座標系識別子が複数の３次元医用画像間で
一致しない場合には前記位置合わせ処理を行うようにし、基準座標系識別子が複数の３次
元医用画像間で一致する場合には、前記位置合わせ処理を行わないようにし、前記報知を
行わないようにすることが考えられる。後者の場合、本発明の第１の態様では、前記断面
画像は、複数の３次元医用画像の各々を構成する各画素の位置情報に基づいて生成するよ
うにし、第２の態様では、前記第１の拡大画像を生成するとともに、前記１つの断面画像
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中の指定されたズーム位置と同じ位置情報を有する、前記１つの断面画像とは異なる断面
画像中の位置を前記指定されたズーム位置に対応するズーム位置として拡大した第２の拡
大画像を生成するようにすればよい。
【００２８】
　さらに、基準座標系識別子が複数の３次元医用画像間で一致しない場合には、前記位置
合わせ処理を行うか否かの選択を受け付けるようにし、前記位置合わせ処理を行う旨の選
択を受け付けた場合にのみ、前記位置合わせ処理を行うようにしてもよい。
【００２９】
　ここで、前記位置合わせ処理を行わない旨の選択を受け付けた場合には、複数の３次元
医用画像中の解剖学的位置を手動で合わせる操作を受け付け、前記断面画像は、前記３次
元医用画像の各々と前記手動位置合わせの結果とに基づいて生成するようにしてもよい。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明によれば、複数の３次元医用画像中の被検体の解剖学的位置を合わせる位置合わ
せ処理を行い、複数の３次元医用画像に関する各断面画像、あるいは、各拡大画像を生成
・表示する際に、位置合わせ処理の確からしさを表す位置合わせ確度が低い場合にのみ、
位置合わせ処理の結果の修正を促すための報知を行うようにしたので、ユーザは位置合わ
せ確度が高い場合には位置合わせ処理の修正作業を意識する必要がなくなり、医用画像の
表示の際の操作性が向上する。
【００３１】
　また、本発明の他の態様では、複数の３次元医用画像の各々に関連づけられた、３次元
医用画像中の各位置の座標の基になる基準座標系と該３次元医用画像中の被検体との位置
関係を識別する基準座標系識別子に着目し、複数の３次元医用画像間で基準座標系識別子
が一致する場合には、複数の３次元医用画像に表された被検体中の相対応する位置の座標
値が画像間で一致するので前記位置合わせ処理が不要であることを利用している。すなわ
ち、基準座標系識別子が、複数の３次元医用画像間で一致するかどうかを判定するように
し、基準座標系識別子が複数の３次元医用画像間で一致しない場合には前記位置合わせ処
理を行うようにし、基準座標系識別子が複数の３次元医用画像間で一致する場合には、前
記位置合わせ処理を行わず、前記報知も行わないようにすれば、不必要な位置合わせ処理
が削減されるので、処理効率が向上するとともに、不必要な報知が行われなくなるので、
操作性がさらに向上する。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の実施形態における医用画像表示装置が導入された医療情報システムの概
略構成図
【図２】本発明の第１の実施形態における医用画像比較表示機能を実現する構成および処
理の流れを模式的に示したブロック図
【図３】本発明の第１の実施形態における医用画像診断システムを用いた画像診断の流れ
を表したフローチャート
【図４】位置合わせ方式の選択画面の一例を表した図
【図５】手動位置合わせを行うためのユーザインターフェースの一例を示した図
【図６】位置合わせ精度の警告画面の一例を示した図
【図７Ａ】断面画像の比較表示の第１の例を示した図
【図７Ｂ】断面画像の比較表示の第２の例を示した図
【図７Ｃ】断面画像の比較表示の第３の例を示した図
【図８】本発明の第２の実施形態における医用画像比較表示機能を実現する構成および処
理の流れを模式的に示したブロック図
【図９】本発明の第２の実施形態における医用画像診断システムを用いた画像診断の流れ
を表したフローチャート
【図１０】拡大画像の比較表示の一例を示した図
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【図１１】３次元画像中の基準座標系と被検体との位置関係を模式的に表した図
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　以下、図面を参照しつつ、本発明の実施の形態となる医用画像表示装置が導入された医
療情報システムについて説明する。
【００３４】
　図１は、この医用画像診断システムの概要を示すハードウェア構成図である。図に示す
ように、このシステムでは、モダリティ１と、画像保管サーバ２と、画像処理ワークステ
ーション３とが、ネットワーク９を経由して通信可能な状態で接続されている。
【００３５】
　モダリティ１には、被検体の検査対象部位を撮影することにより、その部位を表す３次
元医用画像の画像データを生成し、その画像データにＤＩＣＯＭ規格で規定された付帯情
報を付加して、画像情報として出力する装置が含まれる。具体例としては、ＣＴ、ＭＲＩ
などが挙げられる。本実施形態では、ＣＴで被検体の体軸方向にスキャンすることによっ
て３次元画像データを生成する場合について説明する。
【００３６】
　画像保管サーバ２は、モダリティ１で取得された医用画像データや画像処理ワークステ
ーション３での画像処理によって生成された医用画像の画像データを画像データベースに
保存・管理するコンピュータであり、大容量外部記憶装置やデータベース管理用ソフトウ
ェア（たとえば、ＯＲＤＢ（Object Relational Database）管理ソフトウェア）を備えて
いる。
【００３７】
　画像処理ワークステーション３は、読影者からの要求に応じて、モダリティ１や画像保
管サーバ２から取得した医用画像データに対して画像処理（画像解析を含む）を行い、生
成された画像を表示するコンピュータであり、ＣＰＵ，主記憶装置、補助記憶装置、入出
力インターフェース、通信インターフェース、入力装置（マウス、キーボード等）、表示
装置（ディスプレイモニタ）、データバス等の周知のハードウェア構成を備え、周知のオ
ペレーションシステム等がインストールされたものである。本発明の医用画像比較表示処
理は、この画像処理ワークステーション３に実装されており、この処理は、ＣＤ－ＲＯＭ
等の記録媒体からインストールされたプログラムを実行することによって実現される。ま
た、プログラムは、インターネット等のネットワーク経由で接続されたサーバの記憶装置
からダウンロードされた後にインストールされたものであってもよい。
【００３８】
　画像データの格納形式やネットワーク９経由での各装置間の通信は、ＤＩＣＯＭ（Digi
tal Imaging and Communications in Medicine）等のプロトコルに基づいている。
【００３９】
　図２は、画像処理ワークステーション３の機能のうち、本発明の第１の実施形態となる
医用画像比較表示処理に関連する部分を示すブロック図である。図に示すように、本発明
の実施形態となる医用画像比較表示処理は、主制御部３０、画像データ取得部３１、基準
座標系判定部３２、位置合わせ方式選択受付部３３、自動位置合わせ処理部３４、手動位
置合わせ受付部３５、位置合わせ確度判定部３６、断面画像生成部３７、表示制御部３８
によって実現される。なお、図では、主制御部３０と他の機能ブロックとの間での制御の
流れは示していない。
【００４０】
　主制御部３０は、本発明の実施形態となる医用画像比較表示処理全体の制御を行う。詳
細については、図３を用いて後述する。
【００４１】
　画像データ取得部３１は、公知のオーダリングシステムの操作端末インターフェースや
、公知の画像検索システムの操作端末インターフェースであり、ユーザによって指定され
た３次元画像データを特定する情報（例えば、検査情報や患者情報）を検索キーとして、
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画像保管サーバ２の画像データベースに対して検索を行い、処理対象の３次元医用画像デ
ータV1, V2を取得する。本実施形態では、３次元医用画像データV1, V2は、ＣＴ撮影で得
られた、同一患者の同一部位を表すものとする。
【００４２】
　基準座標系判定部３２は、処理対象の３次元医用画像データV1, V2の各々に対して、Ｄ
ＩＣＯＭ規格に基づいて付帯された基準座標系(Frame of Reference)ＵＩＤ（タグ(0020,
0052)）が一致するかどうかを判定する。ここで、基準座標系ＵＩＤは、３次元医用画像V

1, V2中の各位置の座標の基になる基準座標系と３次元医用画像V1, V2中の被検体との位
置関係を識別するものであり、モダリティ１において、同一検査の同一シリーズで得られ
た３次元医用画像データV1, V2では、基準座標系ＵＩＤに同じ値が設定される。また、同
一検査の異なるシリーズで得られた画像データであっても、上記の位置関係を変えること
なく撮影・取得されたものであれば、基準座標系ＵＩＤには同じ値が設定されうる。
【００４３】
　位置合わせ方式選択受付部３３は、ユーザに３次元医用画像データV1とV2の位置合わせ
を自動で行うか、手動で行うかを選択させるためのユーザインターフェースを表示装置に
表示させる。図４はこのユーザインターフェースの具体例である。図に示したように、ユ
ーザは、ラジオボタンに対するマウスのクリック操作によって、自動・手動を選択するこ
とができる。
【００４４】
　自動位置合わせ処理部３４は、３次元医用画像データV1とV2の内容的特徴に基づいて画
像中の被検体の解剖学的位置を自動的に合わせる処理を行い、位置合わせ後の３次元医用
画像データV1, V2Ａを出力するとともに、位置合わせ処理の確からしさを表す位置合わせ
確度ACを出力する。この自動位置合わせ処理としては、公知の手法を採用することができ
る。例えば、各３次元医用画像データV1, V2の各々から再構成された複数のアキシャル断
面画像の各々に対して、被検体の撮影部位を認識する処理を行い、両３次元画像間で異な
る部位の境界の位置が一致するようにスキャン方向（体軸方向）の位置を合わせる手法が
挙げられる。ここで、被検体が人体の場合、認識される撮影部位は、例えば、頭部、頭頸
部、頸部、胸部、胸腹部、腹部、骨盤部、脚部となる。また、各部位を認識する際には、
各アキシャル断面画像中の人体領域内の空気領域や骨領域の人体領域に対する割合、その
人体領域の周長と同じ周長を有する円の面積に対する人体領域の面積の割合（円形度）等
の多種の特徴量を用いて、Adaboost手法に基づく学習で得られる判別器によって、アキシ
ャル断面画像毎に、各部位らしさを表すスコアを算出し、そのスコアを用いて、動的計画
法により、人体の体部の解剖学的位置関係に整合するように、各アキシャル断面画像の撮
影部位を決定する（詳細は、特開2009-219655号公報参照）。この手法を用いた場合、位
置合わせ確度ACとしては、アキシャル断面画像毎の各部位らしさを表すスコアから算出さ
れた値（例えば、平均値や中間値等）を用いることができる。なお、自動位置合わせの具
体的手法は、この他、特許文献５に記載の画像相関を用いた手法やランドマークを用いた
手法を採用してもよいし、剛体または非剛体レジストレーション手法（例えば、Rueckert
 D Sonoda LI，Hayes C，et al.、“Nonrigid Registration Using Free-Form Deformati
ons：Application to Breast MR Images”、IEEE Transactions on Medical Imaging、19
99年、Vol.18，No.8，pp.712-721参照）等を採用してもよい。
【００４５】
　手動位置合わせ受付部３５は、ユーザに３次元医用画像データ（例えばV1とV2）の位置
合わせを手動で行わせるためのユーザインターフェースを表示装置に表示させ、ユーザに
よる手動位置合わせ操作に応じて、３次元医用画像データ（例えばV1とV2）の位置合わせ
を行い、位置合わせ後の３次元医用画像データ（例えばV1, V2B）を出力する。図５はこ
のユーザインターフェースの具体例である。図に示したように、３次元医用画像データV1
とV2の各々から再構成したコロナル断面画像SC1, SC2を、各画像の座標値を基準にして被
検体の体軸方向の位置を揃えて表示させ、ユーザは、マウス操作により、コロナル断面画
像SC1, SC2中の同一の解剖学的構造物の体軸方向における位置が揃うように、コロナル断
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面画像SC2を体軸方向（画面では上下方向）に移動させる。その際、ユーザは、これらの
コロナル断面画像の所望の位置に被検体の体軸に垂直な基準線RLを設定することにより、
注目した解剖学的構造物の位置を容易に揃えることができる。ユーザがマウス等の操作に
より実行ボタンを押下すると、手動位置合わせ受付部３５は、コロナル断面画像SC2の当
初の位置からの移動量を算出し、３次元医用画像データV2をこの移動量だけ体軸方向に移
動する座標変換を行い、３次元医用画像データV2Bを出力する。なお、図３を用いて後述
するように、自動位置合わせ処理部３４による位置合わせ結果を修正する際にも上記と同
様のユーザインターフェースを用いることができる。
【００４６】
　位置合わせ確度判定部３６は、位置合わせ確度ACが所定の閾値Th以上であるかどうかを
判定する。なお、本実施形態では、位置合わせ確度ACの値が大きいほど、位置合わせの確
からしさが高い、すなわち位置合わせの精度が良いことを表すものとする。
【００４７】
　断面画像生成部３７は、公知のＭＰＲ手法を用いて、入力された３次元医用画像データ
（例えばV1）から所与の断面による断面画像（例えばS1）を再構成する。ここで、断面の
傾きや位置、スライス厚等の詳細な条件は、設定ファイルやプログラムの起動パラメータ
等から取得したり、これらの条件の入力を受け付けるユーザインターフェースから取得し
たりすることができる。本実施形態では、断面画像生成部３８は、入力画像の種類（モダ
リティ）等に応じて画像処理条件や画面レイアウト等を予め定義したハンギングプロトコ
ルが設定された設定ファイルに基づいて、所定の断面位置でのアキシャル、コロナル、サ
ジタルの３つの断面画像を生成するものとする。なお、断面の位置や傾きは入力された３
次元医用画像データの座標値に基づいて決定することができる。
【００４８】
　表示制御部３８は、上記のハンギングプロトコルに基づいて、表示対象の断面画像を表
示装置に表示させるための制御を行う。図７Ａは、断面画像の表示例であり、３次元医用
画像データV1から再構成されたアキシャル（左上）、コロナル（左下）、サジタル（右上
）の３つの断面画像S1と、位置合わせ後の３次元医用画像データV2Aから再構成されたア
キシャル、コロナル、サジタルの３つの断面画像S2Aとが、断面の種別（傾き）毎に相対
応する位置が揃うように並べられて表示されている。
【００４９】
　次に、図２，４，５，７Ａを参照しつつ、図３のフローチャートを用いて、本発明の第
１の実施形態となる医用画像の比較表示による画像診断の流れについて説明する。
【００５０】
　本発明の第１の実施形態となる複数の断面画像の比較表示のためのソフトウェアがユー
ザによって起動されると、主制御部３０は画像データ取得部３１を呼び出し、表示対象の
画像データの取得を行わせる(#1)。具体的には、まず、ユーザが、画像処理ワークステー
ション３に実装された公知のオーダリングシステムの操作端末インターフェースを操作し
、診断対象の３次元医用画像データV1の取得を要求する。画像データ取得部３１は、その
操作に応じて、依頼元の診療科の医師からの検査オーダーに基づいてモダリティ１で撮影
され、画像保管サーバ２に保管された診断対象の３次元医用画像データV1を取得する。次
に、ユーザが、画像処理ワークステーション３に実装された公知の画像検索システムの操
作端末インターフェースを操作して、比較対象の３次元医用画像データ、すなわち、診断
対象の３次元医用画像データV1と同一患者の３次元医用画像データの取得を要求する。画
像データ取得部３１は、その操作に応じて、例えば、取得した３次元医用画像データV1に
付帯する患者情報を検索キーとして、画像保管サーバ２の画像データベースに対して検索
を行い、診断対象の患者の他の３次元医用画像データV2を取得する(#1)。
【００５１】
　主制御部３０は、次に、基準座標系判定部３２を呼び出すと、基準座標系判定部３２は
、取得された３次元医用画像データV1, V2の各々に付帯するＤＩＣＯＭタグを解析して基
準座標系を読み取り、基準座標系ＵＩＤが一致するかどうか判定し、判定結果を主制御部
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３０に返す(#2)。
【００５２】
　判定の結果、基準座標系ＵＩＤが一致しない場合には(#2;No)、主制御部３０は位置合
わせ方式選択受付部３３を呼び出す。位置合わせ方式選択受付部３３は図４に例示したユ
ーザインターフェースを表示装置に表示させ、ユーザによる「自動」・「手動」の選択結
果を主制御部３０に返す(#3)。
【００５３】
　ユーザが「自動」を選択した場合(#3;自動)、主制御部３０は自動位置合わせ処理部３
４を呼び出し、自動位置合わせ処理部３４は、３次元医用画像データV1, V2中の被検体の
解剖学的位置を自動的に合わせる処理を行い、位置合わせ後の３次元医用画像データV1, 
V2Ａを出力するとともに、位置合わせ処理の確からしさを表す位置合わせ確度ACを出力す
る(#4)。
【００５４】
　主制御部３０は、自動位置合わせ処理が完了すると、位置合わせ確度判定部３６を呼び
出し、位置合わせ確度判定部３６は位置合わせ確度ACが所定の閾値Th以上であるかどうか
を判定し、判定結果を主制御部３０に返す(#5)。
【００５５】
　判定の結果、位置合わせ確度ACが所定の閾値Th未満であった場合(#5;No)、主制御部３
０は、手動位置合わせ受付部３５を呼び出し、手動位置合わせ受付部３５が位置合わせ結
果の手動修正を受け付ける(#6)。これにより、自動位置合わせ処理の結果の修正を促すた
めの報知が行われたことになる。ここでは、手動位置合わせ受付部３５は、図５に例示し
たユーザインターフェースを表示装置に表示させる。すなわち、自動位置合わせ後の３次
元医用画像データV1とV2Aの各々から再構成したコロナル断面画像SC1, SC2Aが、位置合わ
せ後の各画像の座標値を基準にして被検体の体軸方向の位置が揃えられた状態で表示され
る。ユーザがマウス操作を行って、コロナル断面画像SC2Aを体軸方向に移動させることに
よって、位置合わせ結果を修正すると、手動位置合わせ受付部３５は、コロナル断面画像
SC2Aの移動量に基づいて位置合わせ結果の修正後の３次元医用画像データV2Cを出力する
。
【００５６】
　主制御部３０は、位置合わせ結果の手動修正が完了すると、断面画像生成部３７を呼び
出す。断面画像生成部３７は、設定ファイルに定義されたハンギングプロトコルに基づい
て、３次元医用画像データV1と位置合わせ修正後の３次元医用画像データV2Cの各々から
、所定の断面位置でのアキシャル、コロナル、サジタルの各断面画像S1, S2Cを生成する(
#7)。
【００５７】
　そして、主制御部３０は表示制御部３８を呼び出し、表示制御部３８は、上記ハンギン
グプロトコルに基づいて、図７Ａに例示したように、３次元医用画像データV1から再構成
されたアキシャル、コロナル、サジタルの３つの断面画像S1と、位置合わせ後の３次元医
用画像データV2Cから再構成されたアキシャル、コロナル、サジタルの３つの断面画像S2C
とを表示装置に並べて表示させる(#8)。
【００５８】
　一方、ステップ#5において、位置合わせ確度ACが所定の閾値Th以上であった場合(#5;Ye
s)、上記ステップ#6の自動位置合わせ処理結果の手動修正をスキップし、主制御部３０は
、上記ステップ#7と同様に、断面画像生成部３７を呼び出し、断面画像生成部３７は、３
次元医用画像データV1と自動位置合わせ後の３次元医用画像データV2Aの各々から、所定
の断面位置でのアキシャル、コロナル、サジタルの各断面画像S1, S2Aを生成する(#7)。
【００５９】
　そして、上記ステップ#8と同様に、主制御部３０は表示制御部３８を呼び出し、表示制
御部３８は、図７Ａに例示したように、３次元医用画像データV1と自動位置合わせ後の３
次元医用画像データV2Aの各々から再構成されたアキシャル、コロナル、サジタル断面画



(14) JP 5587614 B2 2014.9.10

10

20

30

40

50

像S1, S2Aを表示装置に並べて表示させる(#8)。
【００６０】
　また、ステップ#3において、ユーザが「手動」を選択した場合(#3;手動)、主制御部３
０は手動位置合わせ受付部３５を呼び出し、手動位置合わせ受付部３５は、図５に例示し
たように、３次元医用画像データV1とV2の各々から再構成したコロナル断面画像SC1, SC2
を、各画像の座標値を基準にして被検体の体軸方向の位置を揃えて表示させ、上記ステッ
プ#6と同様に、ユーザによるコロナル断面画像SC2の移動操作を受け付け、その移動量に
基づいて、位置合わせ後の３次元医用画像データV2Bを出力する(#9)。
【００６１】
　主制御部３０は、手動位置合わせが完了すると、上記ステップ#7と同様に、断面画像生
成部３７を呼び出し、断面画像生成部３７は、３次元医用画像データV1と手動位置合わせ
後の３次元医用画像データV2Bの各々から、所定の断面位置でのアキシャル、コロナル、
サジタルの各断面画像S1, S2Bを生成する(#7)。
【００６２】
　そして、上記ステップ#8と同様に、主制御部３０は表示制御部３８を呼び出し、表示制
御部３８は、図７Ａに例示したように、３次元医用画像データV1と手動位置合わせ後の３
次元医用画像データV2Bの各々から再構成されたアキシャル、コロナル、サジタル断面画
像S1, S2Bを表示装置に並べて表示させる(#8)。
【００６３】
　また、ステップ#2において、基準座標系ＵＩＤが一致すると判定された場合には(#2;Ye
s)、上記ステップ#3から#6までをスキップし、主制御部３０は、断面画像生成部３７を呼
び出し、断面画像生成部３７は、上記ステップ#7と同様に、３次元医用画像データV1とV2
の各々から、所定の断面位置でのアキシャル、コロナル、サジタルの各断面画像S1, S2を
生成する(#7)。
【００６４】
　そして、上記ステップ#8と同様に、主制御部３０は表示制御部３８を呼び出し、表示制
御部３８は、図７Ａに例示したように、３次元医用画像データV1とV2の各々から再構成さ
れたアキシャル、コロナル、サジタル断面画像S1, S2を表示装置に並べて表示させる(#8)
。
【００６５】
　以上のように、本発明の第１の実施形態では、自動位置合わせ処理部３４が、３次元医
用画像V1, V2中の被検体の解剖学的位置を合わせる位置合わせ処理を行い、位置合わせ確
度判定部３６が位置合わせ確度ACが所定の基準を満たさない程度に低いと判定した場合に
は、手動位置合わせ受付部３５が位置合わせ処理の結果の手動修正を受け付け、断面画像
生成部３７は、位置合わせ後の３次元医用画像データV1とV2Cに基づいて、３次元医用画
像間で相対応する所与の断面を表す断面画像S1, S2Cを生成し、表示制御部３８が、生成
された断面画像S1, S2Cを表示装置に表示させることができる。一方、位置合わせ確度AC
が所定の基準を満たす程度に高いと判定された場合には、手動位置合わせ受付部３５によ
る手動位置合わせのユーザインターフェースは表示されないので、ユーザは位置合わせ処
理の修正作業を意識することなく、断面画像の読影をすることが可能になり、医用画像の
表示の際の操作性が向上する。
【００６６】
　また、基準座標系判定部３２が、３次元医用画像データV1, V2に付帯する基準座標系Ｕ
ＩＤが両画像間で一致するかどうかを判定し、基準座標系ＵＩＤが両画像間で一致しない
場合には自動位置合わせ処理部３４または手動位置合わせ処理部３５による位置合わせ処
理を行い、基準座標系ＵＩＤが両画像間で一致する場合には、前記位置合わせ処理を行わ
ないようにし、３次元医用画像データV1, V2の座標値に基づいて相対応する断面を表す断
面画像S1, S2を生成するようにしたので、そもそも位置合わせ処理が不要な場合には位置
合わせ処理が行われなくなり、画像処理ワークステーション３の処理効率が向上するとと
もに、不要な手動位置合わせのユーザインターフェースが表示されなくなり、操作性がさ
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らに向上する。
【００６７】
　ところで、３次元医用画像データV1とV2では、ＣＴのスキャン方向（体軸方向）におけ
る撮影範囲が異なることがある。そこで、上記実施形態では、図７Ａに例示したように、
表示制御部３８が、スキャン方向に平行な断面によるコロナル断面画像（各左下）および
サジタル断面画像（各右上）の表示範囲を撮影範囲の狭いものに合わせるように、各断面
画像の表示範囲を決定している。すなわち、図７Ａの例では、３次元医用画像データV1, 
V2の各々から生成されたコロナル断面画像およびサジタル断面画像が、スキャン方向の位
置が揃えられ、さらに、３次元医用画像データV1, V2のうち、スキャン方向の撮影範囲が
より広い方から生成されたコロナルおよびサジタル断面画像については、スキャン方向の
撮影範囲が狭い方の断面画像と撮影範囲が共通する範囲のみが表示されている。各断面画
像の表示態様としては、上記の他に、図７Ｂに例示したように、コロナル断面画像および
サジタル断面画像の表示範囲を撮影範囲の広いものに合わせるようにしてもよい。
【００６８】
　また、図７Ｃに例示したように、３次元医用画像データV1, V2の各々から生成されたコ
ロナル断面画像およびサジタル断面画像のスキャン方向の位置を揃えずに、コロナル断面
画像毎およびサジタル断面画像毎に縮尺を変えて、各コロナル断面画像および各サジタル
断面画像が表示領域全体に表示されるようにすることも考えられる。しかしながら、この
ような表示態様の場合には、各コロナル断面画像間および各サジタル断面画像間でスキャ
ン方向の位置は揃わなくなってしまう。
【００６９】
　そこで、本発明の第２の実施形態では、コロナルおよびサジタル断面画像の表示の際に
はスキャン方向の位置を揃えずに、表示されている複数のコロナル（またはサジタル）断
面画像の一方に対してその画像の一部分を拡大表示させるズーム・パン操作をユーザが行
った際に、その操作に連動して、他方のコロナル（またはサジタル）断面画像でも、その
操作が行われた画像と同じ部分を拡大表示させるズーム・パン連携表示を行う機能を付加
し、このズーム・パン連携表示の際に、拡大されたコロナル（またはサジタル）断面画像
をスキャン方向の位置を揃えて表示を行う態様について説明する。
【００７０】
　図８は、画像処理ワークステーション３の機能のうち、本発明の第２の実施形態となる
医用画像比較表示処理に関連する部分を示すブロック図である。図に示すように、図２に
示した第１の実施形態のブロック図と比較すると、ズーム位置指定受付部３９、拡大画像
生成部４０が付加され、表示制御部３８が断面画像表示制御部３８Ａと拡大画像表示制御
部３８Ｂに分割された構成となっている。以下、第１の実施形態と相違する点を中心に説
明する。
【００７１】
　断面画像表示制御部３８Ａは、第１の実施形態における表示制御部３８と同様に、所定
のハンギングプロトコルに基づいて、表示対象の断面画像を表示装置に表示させるための
制御を行うが、前述のとおり、図７Ｃに例示したように、各断面画像の縮尺を適宜変更し
て各画像全体が各表示領域全体に表示されるように制御を行う。
【００７２】
　ズーム位置指定受付部３９は、表示された断面画像のうちの１つの断面画像に対するズ
ーム位置ZPの指定を受け付けるユーザインターフェースである。例えば、図７Ｃの左側の
コロナル断面画像に示したように、ユーザが断面画像中のズーム表示を行いたい位置にマ
ウスのポインタを合わせてダブルクリック操作を行うことによって、ポインタの位置をズ
ーム位置ZPとして受け付ける。あるいは、断面画像中のズーム表示を行いたい領域（図７
Ｃの矩形領域ZR）をマウスのドラッグ操作によって指定し、マウスの右クリック操作によ
って、サブメニューを表示させ、表示されたサブメニューから「指定された領域をズーム
連動表示」を選択することによって、指定された矩形領域をズーム対象領域ZRとして受け
付けるようにすること等、様々なユーザインターフェースが考えられる。なお、ズーム位
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置ZPやズーム対象領域ZRは、３次元の座標情報と、その指定が行われた断面画像の断面の
種別（傾き）を特定する情報とを含んでいる。
【００７３】
　拡大画像生成部４０は、入力された３次元医用画像データ（例えばV1）およびズーム対
象位置ZPまたはズーム対象領域ZRに基づいて、ズーム対象位置ZPまたはズーム対象領域ZR
を拡大した拡大画像（例えばZ1）を生成する。ここで、拡大画像の生成の際の拡大倍率や
、ズーム対象位置ZPが指定された場合のズーム対象領域は、設定ファイルやプログラムの
起動パラメータ等から取得したり、これらの条件の入力を受け付けるユーザインターフェ
ースから取得したりすることができる。また、ズーム対象領域ZRが指定された場合には、
ズーム対象領域ZRのサイズと拡大画像が表示される領域のサイズとの関係から拡大倍率を
算出することもできる。また、拡大画像は、ズーム対象位置ZPやズーム対象領域ZRの指定
が行われた断面画像と同じ断面を表すものである。なお、拡大画像（例えばZ1）を断面画
像（例えばS1）から生成するようにしてもよい。
【００７４】
　拡大画像表示制御部３８Ｂは、表示対象の拡大画像を表示装置に表示させるための制御
を行う。図１０は、拡大画像の表示例であり、３次元医用画像データV1から再構成された
拡大画像Z1と、位置合わせ後の３次元医用画像データV2から生成された拡大画像Z2とが、
スキャン方向（体軸方向）における相対応する位置が揃うように並べられて表示されてい
る。
【００７５】
　次に、図４，５，７Ｃ，８を参照しつつ、図９のフローチャートを用いて、本発明の第
２の実施形態となる医用画像の比較表示による画像診断の流れについて説明する。
【００７６】
　図９に示したように、本発明の第２の実施形態では、複数の断面画像の比較表示のため
のソフトウェアの起動から、表示対象の画像データの取得(#11)、基準座標系の判定(#12)
、基準座標系が不一致の場合(#12;No)の位置合わせ方式の選択受付(#13)、「自動」が選
択された場合(#13;自動)の自動位置合わせ処理(#14)までは、第１の実施形態のステップ#
1から#4までと同様である。
【００７７】
　しかしながら、本発明の第２の実施形態では、自動位置合わせ処理の完了後に位置合わ
せ確度ACの判定を行わずに、主制御部３０は断面画像生成部３７を呼び出し、断面画像生
成部３７が、３次元医用画像データV1と自動位置合わせ後の３次元医用画像データV2Aの
各々から、所定の断面位置でのアキシャル、コロナル、サジタルの各断面画像S1, S2Aを
生成する(#15)。そして、主制御部３０は断面画像表示制御部３８Ａを呼び出し、断面画
像表示制御部３８Ａは、図７Ｃに例示したように、３次元医用画像データV1と自動位置合
わせ後の３次元医用画像データV2Aの各々から再構成されたアキシャル、コロナル、サジ
タル断面画像S1, S2Aを表示装置に並べて表示させる(#16)。
【００７８】
　また、ステップ#13において、ユーザが「手動」を選択した場合には、(#13;手動)、主
制御部３０は手動位置合わせ受付部３５を呼び出し、手動位置合わせ受付部３５において
、第１の実施形態のステップ#9と同様の手動位置合わせが行われる(#22)。このとき、位
置合わせ確度ACには最大値が設定される。主制御部３０は、手動位置合わせが完了すると
、上記ステップ#15と同様に断面画像生成部３７を呼び出し、断面画像生成部３７は、３
次元医用画像データV1と手動位置合わせ後の３次元医用画像データV2Bの各々から、所定
の断面位置でのアキシャル、コロナル、サジタルの各断面画像S1, S2Bを生成する(#15)。
そして、上記ステップ#16と同様に、主制御部３０は断面画像表示制御部３８Ａを呼び出
し、断面画像表示制御部３８Ａは、図７Ｃに例示したように、３次元医用画像データV1と
手動位置合わせ後の３次元医用画像データV2Bの各々から再構成されたアキシャル、コロ
ナル、サジタル断面画像S1, S2Bを表示装置に並べて表示させる(#16)。
【００７９】
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　また、ステップ#12において、基準座標系ＵＩＤが一致すると判定された場合には(#12;
Yes)、主制御部３０は、位置合わせ確度に最大値を設定した後、断面画像生成部３７を呼
び出し、断面画像生成部３７は、上記ステップ#15と同様に、３次元医用画像データV1とV

2の各々から、所定の断面位置でのアキシャル、コロナル、サジタルの各断面画像S1, S2
を生成する(#15)。そして、上記ステップ#16と同様に、主制御部３０は断面画像表示制御
部３８Ａを呼び出し、断面画像表示制御部３８Ａは、図７Ａに例示したように、３次元医
用画像データV1とV2の各々から再構成されたアキシャル、コロナル、サジタル断面画像S1
, S2を表示装置に並べて表示させる(#16)。
【００８０】
　ここで、ズーム位置指定受付部３９がズーム位置ZPまたはズーム対象領域ZRの指定を受
け付けると(#17)、主制御部３０は位置合わせ確度判定部３６を呼び出し、位置合わせ確
度判定部３６は位置合わせ確度ACが所定の閾値Th以上であるかどうかを判定し、判定結果
を主制御部３０に返す(#18)。
【００８１】
　判定の結果、位置合わせ確度ACが所定の閾値Th未満であった場合(#18;No)、主制御部３
０は、第１の実施形態のステップ#6と同様に、手動位置合わせ受付部３５を呼び出し、手
動位置合わせ受付部３５は自動位置合わせ結果の手動修正を受け付け、修正後の３次元医
用画像データV2Cを出力する(#19)。一方、ステップ#18において、位置合わせ確度ACが所
定の閾値Th以上であった場合(#18;Yes)、上記ステップ#19の自動位置合わせ処理結果の手
動修正をスキップする。
【００８２】
　次に、主制御部３０は拡大画像生成部４０を呼び出す。拡大画像生成部４０は、入力さ
れた３次元医用画像データV1およびV2（または、ステップ#12, #13, #18の処理結果によ
ってはV2A, V2B, V2C）、ズーム対象位置ZPまたはズーム対象領域ZRに基づいて、ズーム
対象位置ZPまたはズーム対象領域ZRを拡大した拡大画像Z1およびZ2（またはZ2A, Z2B, Z2
C）を生成する(#20)。ここで、３次元医用画像データV1とV2とが入力された場合には、ス
テップ#12において両画像の基準座標系ＵＩＤが一致していると判定されているので、両
画像中の相対応する位置は同じ座標値を有することになる。また、３次元医用画像データ
V1とV2Aとが入力された場合には、ステップ#18において、ステップ#14で行われた自動位
置合わせ処理の確度ACが所定の基準を満たす程度に高いと判定されているので、両画像中
の相対応する位置は同じ座標値を有することになる。また、３次元医用画像データV1とV2
BまたはV2Cとが入力された場合には、各々、ステップ#22または#19で手動位置合わせが行
われているので、両画像中の相対応する位置は同じ座標値を有することになる。したがっ
て、各３次元医用画像データの組から生成された拡大画像は、ズーム対象位置ZPまたはズ
ーム対象領域ZRに対応する位置が拡大されたものとなる。これにより、１つの断面画像に
対するズーム・パン操作に連動して他の断面画像も拡大画像を生成することが可能になる
。
【００８３】
　そして、主制御部３０は拡大画像表示制御部３８Ｂを呼び出し、拡大画像表示制御部３
８Ｂは、ステップ#20で生成された拡大画像Z1およびZ2（またはZ2A, Z2B, Z2C）を、スキ
ャン方向（体軸方向）における相対応する位置が揃うように並べて表示装置に表示させる
 (#21)。
【００８４】
　以上のように、本発明の第２の実施形態でも、第１の実施形態と同様に、複数の画像を
相対応する位置が揃うように並べて表示するよりも前に、すなわち、拡大画像生成部４０
が拡大画像Z1およびZ2（またはZ2A, Z2B, Z2C）を生成する前に、位置合わせ確度判定部
３６が位置合わせ確度ACを判定し、位置合わせ確度ACが所定の基準を満たさない程度に低
いと判定した場合には、手動位置合わせ受付部３５が位置合わせ処理の結果の手動修正を
受け付け、位置合わせ確度ACが所定の基準を満たす程度に高いと判定された場合には、手
動位置合わせ受付部３５による手動位置合わせのユーザインターフェースは表示されない
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ので、ユーザは位置合わせ処理の修正作業を意識することなく、断面画像の読影をするこ
とが可能になり、医用画像の表示の際の操作性が向上する。
【００８５】
　上記第２の実施形態では、指定された断面画像と同じ断面でのみ拡大画像を生成・表示
しているが、指定されたズーム対象位置ZPまたはズーム対象領域ZRの３次元位置に基づい
て、異なる断面（コロナル断面上にズーム対象位置ZPまたはズーム対象領域ZRが指定され
た場合にはアキシャル、サジタル断面）でも、指定されたズーム対象位置ZPまたはズーム
対象領域ZRを拡大した拡大画像を生成して表示するようにしてもよい。
【００８６】
　上記の各実施形態におけるシステム構成、処理フロー、モジュール構成、画面レイアウ
ト等に対して、本発明の趣旨から逸脱しない範囲で様々な改変を行ったものも、本発明の
技術的範囲に含まれる。
【００８７】
　例えば、上記の各実施形態では、図２または図８に示された各処理が１台の画像処理ワ
ークステーション３で行われるように説明したが、複数台のワークステーションに各処理
を分散して協調処理するように構成したり、自動位置合わせ処理部３４や断面画像生成部
３７の処理を行う画像処理サーバを別途設けてネットワーク９に接続したりしてもよい。
【００８８】
　また、図３のステップ#6や図９のステップ#19において、位置合わせ結果の手動修正の
ユーザインターフェースを表示する前に、図６に例示したような位置合わせ精度の警告画
面を表示し、手動修正を行うかどうかユーザに選択させてもよい。
【００８９】
　上記の各実施形態はあくまでも例示であり、上記のすべての説明が本発明の技術的範囲
を限定的に解釈するために利用されるべきものではない。
【００９０】
　例えば、上記の各実施形態では２つの医用画像を並べて表示する場合を例として説明し
たが、並べて表示する画像の数は３以上であってもよい。
【００９１】
　また、上記各実施形態では、自動位置合わせ処理部３４が位置合わせ後の３次元医用画
像データを出力するようにしていたが、その代わりに、もとの３次元医用画像データを位
置合わせ後の状態に座標変換するための関数やルックアップテーブル等を出力し、断面画
像生成部３７や拡大画像生成部４０が、断面画像や拡大画像を生成する際に必要なデータ
のみを、自動位置合わせ処理部３４によって出力された関数やルックアップテーブル等を
用いて座標変換するようにしてもよい。
【符号の説明】
【００９２】
　１　モダリティ
　２　画像保管サーバ
　３　画像処理ワークステーション
　９　ネットワーク
　３０　主制御部
　３１　画像データ取得部
　３２　ＦＯＲ判定部
　３３　位置合わせ方式選択受付部
　３４　自動位置合わせ処理部
　３５　手動位置合わせ受付部
　３６　位置合わせ確度判定部
　３７　断面画像生成部
　３８　表示制御部
　３８Ａ　断面画像表示制御部



(19) JP 5587614 B2 2014.9.10

　３８Ｂ　拡大画像表示制御部
　３９　ズーム位置指定受付部
　４０　拡大画像生成部

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７Ａ】

【図７Ｂ】

【図７Ｃ】 【図８】



(21) JP 5587614 B2 2014.9.10

【図９】 【図１０】

【図１１】
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